
「はじめてでもやさしいモニター心電図」におきまして，下記の箇所に誤りがございました．ここに
訂正するとともに , 読者の皆様に深くお詫び申し上げます . 

お詫びと訂正

訂正箇所 誤 正

第2章 心電図の波形の読み方
1　心電図波形の読み方の基本
p.17　図2　左下
記録紙1マスあたりの秒数

（2017 年 6月 12日）

以下に，修正後の図の全体像を示します．
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波形の正常範囲（成人）
●P波：時間は 0.08 ～ 0.10 秒，
　　　　電位は 0.25mV未満
●PQ時間：時間は 0.12 ～ 0.20 秒
●QRS時間（幅）：0.06 ～ 0.08 秒
　　　　　　　　　（0.10 秒未満）
●R波：電位は誘導によってまちまち
　　　  Ⅰ誘導で 0.5 ～ 1.1mV
　　　  Ⅱ誘導で 0.5 ～ 1.6mV
●ST部分：正常は基線と一致．健常者
　　　　　 でも 2mmまでの上昇がみ
　　　　　 られることがあります
●T波：時間は 0.2 ～ 0.3 秒
●QT時間：0.40 秒±10％．おおまか
　　　　　  には RR間隔の 1/2 以内
●U波：陽性U波は健常者にもみられ
　　　  ることあります

左右両心室筋の興奮を示す部分で，Ｑ波の始めからＳ波の終わりまで
をいいます．QRS波のうち，最初に現れる下向きの波をＱ波，上向
きの波をＲ波，Ｒ波の後に現れる下向きの波をＳ波と呼びます．

QRS波

R波の頂点から次のR 波の頂点までの時
間をいいます．心電図判読の際の調律診
断に用いられます．R-R 時間が一定の場合
には，［心拍数］＝60/R-R 時間（秒）とい
う式を用いて，１分間の心拍数を計算する
ことができます．

R-R 時間

Ｐ波

P波の始まりから次のP波の始まり
までの時間をいいます．

P-P 時間

T波は心室が再分極（興奮が
おさまる時）した時の波形．

T波

心室が収縮する時間
QRS間隔

P波は心房が興奮したときの波
形です．正常な場合には，まず
右房が興奮した後に左房が興奮
します．このため，Ｐ波の開始点
は右房の興奮の始まりを示し，
Ｐ波の前３分の２が右房の興奮
を，後ろ３分の２が左房の興奮
を示し，両者が融合したものが
Ｐ波として示されます．
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波形の正常範囲（成人）
●P波：時間は 0.08 ～ 0.10 秒，
　　　　電位は 0.25mV未満
●PQ時間：時間は 0.12 ～ 0.20 秒
●QRS時間（幅）：0.06 ～ 0.08 秒
　　　　　　　　　（0.10 秒未満）
●R波：電位は誘導によってまちまち
　　　  Ⅰ誘導で 0.5 ～ 1.1mV
　　　  Ⅱ誘導で 0.5 ～ 1.6mV
●ST部分：正常は基線と一致．健常者
　　　　　 でも 2mmまでの上昇がみ
　　　　　 られることがあります
●T波：時間は 0.2 ～ 0.3 秒
●QT時間：0.40 秒±10％．おおまか
　　　　　  には RR間隔の 1/2 以内
●U波：陽性U波は健常者にもみられ
　　　  ることあります

左右両心室筋の興奮を示す部分で，Ｑ波の始めからＳ波の終わりまで
をいいます．QRS波のうち，最初に現れる下向きの波をＱ波，上向
きの波をＲ波，Ｒ波の後に現れる下向きの波をＳ波と呼びます．

QRS波

R波の頂点から次のR 波の頂点までの時
間をいいます．心電図判読の際の調律診
断に用いられます．R-R 時間が一定の場合
には，［心拍数］＝60/R-R 時間（秒）とい
う式を用いて，１分間の心拍数を計算する
ことができます．

R-R 時間

Ｐ波

P波の始まりから次のP波の始まり
までの時間をいいます．

P-P 時間

T波は心室が再分極（興奮が
おさまる時）した時の波形．

T波

心室が収縮する時間
QRS間隔

P波は心房が興奮したときの波
形です．正常な場合には，まず
右房が興奮した後に左房が興奮
します．このため，Ｐ波の開始点
は右房の興奮の始まりを示し，
Ｐ波の前３分の２が右房の興奮
を，後ろ３分の２が左房の興奮
を示し，両者が融合したものが
Ｐ波として示されます．
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波形の正常範囲（成人）
●P波：時間は 0.08 ～ 0.10 秒，
　　　　電位は 0.25mV未満
●PQ時間：時間は 0.12 ～ 0.20 秒
●QRS時間（幅）：0.06 ～ 0.08 秒
　　　　　　　　　（0.10 秒未満）
●R波：電位は誘導によってまちまち
　　　  Ⅰ誘導で 0.5 ～ 1.1mV
　　　  Ⅱ誘導で 0.5 ～ 1.6mV
●ST部分：正常は基線と一致．健常者
　　　　　 でも 2mmまでの上昇がみ
　　　　　 られることがあります
●T波：時間は 0.2 ～ 0.3 秒
●QT時間：0.40 秒±10％．おおまか
　　　　　  には RR間隔の 1/2 以内
●U波：陽性U波は健常者にもみられ
　　　  ることあります

左右両心室筋の興奮を示す部分で，Ｑ波の始めからＳ波の終わりまで
をいいます．QRS波のうち，最初に現れる下向きの波をＱ波，上向
きの波をＲ波，Ｒ波の後に現れる下向きの波をＳ波と呼びます．

QRS波

R波の頂点から次のR 波の頂点までの時
間をいいます．心電図判読の際の調律診
断に用いられます．R-R 時間が一定の場合
には，［心拍数］＝60/R-R 時間（秒）とい
う式を用いて，１分間の心拍数を計算する
ことができます．

R-R 時間

Ｐ波

P波の始まりから次のP波の始まり
までの時間をいいます．

P-P 時間

T波は心室が再分極（興奮が
おさまる時）した時の波形．

T波

心室が収縮する時間
QRS間隔

P波は心房が興奮したときの波
形です．正常な場合には，まず
右房が興奮した後に左房が興奮
します．このため，Ｐ波の開始点
は右房の興奮の始まりを示し，
Ｐ波の前３分の２が右房の興奮
を，後ろ３分の２が左房の興奮
を示し，両者が融合したものが
Ｐ波として示されます．

図2　�心電図の基本波形と時間と記録紙の関係


